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子どもといっしょに
読みたい絵本

子どもといっしょに
読みたい絵本

ー
中
村
さ
ん
が
考
え
る
、
絵
本
の
魅

力
と
は
？

　
絵
本
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

読
ん
で
く
れ
た
人
、
買
っ
て
く
れ
た
人
な
ど
、

絵
本
に
ま
つ
わ
る
人
と
の
記
憶
が
あ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
の
最

初
の
絵
本
の
記
憶
は
、
二
、
三
歳
の
頃
に

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
俳

句
の
本
。
ペ
ー
ジ
ご
と
に
、
俳
句
と
少
女

漫
画
み
た
い
な
女
の
子
の
絵
が
描
い
て
あ

る
ん
で
す
。
そ
の
中
に
、「
朝
顔
や
つ
る
べ

と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
」
と
い
う
句
が
あ
っ
て
、

着
物
の
女
の
子
が
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上

げ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
釣
瓶
は
、

水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
使
わ
れ
る
道
具

の
こ
と
で
す
。
朝
顔
の
蔓
が
釣
瓶
に
巻
き

付
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
水
が
汲
め
な
い
。

で
も
朝
顔
の
花
を
と
っ
て
し
ま
う
の
は
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
隣
の
家
ま
で
水
を
も

ら
い
に
行
っ
た
、
と
い
う
一
句
で
す
。
蔓
を

取
り
た
く
な
か
っ
た
そ
の
子
の
気
持
ち
や
、

当
時
の
ご
近
所
付
き
合
い
の
様
子
が
思
い

浮
か
ん
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、

そ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
こ
と
。
具
体
的
に
何
を
話
し
た
と
は
覚

え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
あ
の
絵
本
を
読
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。

　『
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
』
が
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
直
木
賞
作
家
の
佐
藤

愛
子
さ
ん
は
、
幼
少
期
の
こ
と
を
振
り
返
っ

て
、
階
段
の
下
か
ら
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

と
言
う
と
お
父
さ
ん
が
「
お
う
」
と
応
え

て
く
れ
る
そ
の
時
間
が
、
子
供
時
代
の
一

番
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
う
に
日
常
の
中
の
些
細
な
時
間

が
、
後
か
ら
自
分
に
と
っ
て
幸
せ
な
記
憶

だ
っ
た
と
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
。
そ
の
記
憶
が
、
本
当
に
辛
い
時
の

自
分
の
支
え
に
な
る
。
寝
る
前
に
本
を
読

ん
で
も
ら
う
ひ
と
と
き
、
同
じ
シ
ー
ン
を

見
て
笑
い
あ
っ
た
こ
と
。
絵
本
を
通
し
て

触
れ
合
っ
た
時
間
は
、
お
子
さ
ん
に
と
っ
て

そ
ん
な
記
憶
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ー

動
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
る
中
で
、
絵
本
な
ら
で
は
の
良
さ
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
動
画
は
作
っ
た
側
の
意
図
を
一
方
的
に
受

け
取
る
の
で
、
あ
る
意
味
受
動
的
に
な
り

が
ち
で
す
。
一
方
で
本
は
、
話
を
進
め
る

た
め
に
自
ら
ペ
ー
ジ
を
め
く
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
に
主

体
性
が
あ
る
の
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、見
て
い
る
ペ
ー
ジ
と
次
の
ペ
ー

ジ
と
の
間
に
は
、
ど
う
し
て
も
時
間
の
流

れ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
頭
の
中
で
描
か
れ

て
い
る
一
場
面
と
次
の
場
面
を
つ
な
げ
て
い

く
の
で
、
想
像
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
絵
本
か
ら
得
る
気
づ
き
も
大
切

で
す
。
以
前
『
鶴
女
房
』
と
い
う
絵
本
を

子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
感
想
を
聞
い
た
ら
、

「
女
房
は
奥
さ
ん
だ
っ
て
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
」
と
言
っ
た
子
が
い
て
。「
そ
こ
？
」

と
ず
っ
こ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
大
発
見
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

同
じ
本
を
読
ん
で
も
、
大
人
と
は
気
が
つ

く
と
こ
ろ
が
違
う
し
、
子
ど
も
同
士
で
も

引
っ
か
か
る
部
分
が
違
う
ん
で
す
。
絵
本

本
と
の
出
会
い
は
人
と
の
出
会
い

おはなし／なかむら ちひろさん

こどもが生まれて、また絵本を読むようになりました。
子どもは不思議なものを見るようにじーっと目で追っていたと思ったら、
色に反応して指差してみたり、日本語の音の面白さにニコッと笑ったり、
だんだん好き嫌いも出てきたりして。
今回のbatonでは、絵本にまつわるあれこれを特集していきます。
巻頭特集では、真岡市在住の栃木県立図書館館長、
中村千浩さんにインタビュー！絵本の魅力についてたっぷり伺いました。

は
子
ど
も
の
感
性
を
育
て
る
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ー
子
ど
も
の
絵
本
体
験
を
、
大
人
は

ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
一
番
は
、
本
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

あ
げ
る
こ
と
。
親
が
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と

も
そ
う
で
す
し
、
学
校
や
図
書
館
の
読
み

聞
か
せ
の
機
会
を
利
用
す
る
の
も
良
い
で

す
ね
。
ど
れ
が
良
い
か
は
子
ど
も
が
選
ぶ

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
本
に
触
れ
あ

え
る
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

大
人
が
本
や
新
聞
を
読
ん
で
い
る
姿
を
見

せ
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　
絵
本
だ
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
生
で
は

自
分
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
本

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の

自
分
の
境
遇
に
寄
り
添
い
、
自
分
が
抱
い

て
い
る
想
い
を
代
弁
し
て
く
れ
る
よ
う
な

本
に
巡
り
合
っ
た
時
、
そ
れ
は
自
分
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
一
冊
に
な
る
は
ず
で
す
。
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かんちょうの
思い出の本

は
子
ど
も
の
感
性
を
育
て
る
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ー
子
ど
も
の
絵
本
体
験
を
、
大
人
は

ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
一
番
は
、
本
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

あ
げ
る
こ
と
。
親
が
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と

も
そ
う
で
す
し
、
学
校
や
図
書
館
の
読
み

聞
か
せ
の
機
会
を
利
用
す
る
の
も
良
い
で

す
ね
。
ど
れ
が
良
い
か
は
子
ど
も
が
選
ぶ

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
本
に
触
れ
あ

え
る
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

大
人
が
本
や
新
聞
を
読
ん
で
い
る
姿
を
見

せ
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　
絵
本
だ
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
生
で
は

自
分
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
本

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の

自
分
の
境
遇
に
寄
り
添
い
、
自
分
が
抱
い

て
い
る
想
い
を
代
弁
し
て
く
れ
る
よ
う
な

本
に
巡
り
合
っ
た
時
、
そ
れ
は
自
分
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
一
冊
に
な
る
は
ず
で
す
。

小さな木が父母から離れ、悩
みながら独り立ちして立派な
木になる物語。絵が綺麗で何
度も読みました。自由を勝ち
取るための冒険心の大切さを
教えてくれます。

『あるきだした小さな木』
作：ボルクマン／絵：セリグ／
訳：花輪 莞爾／偕成社

一つの課題に自分なりに挑
戦していって、結論を導き出
す姿が描かれています。割れ
ないシャボン玉、故障しない
ロボットなどヘンテコで面白
いお話がたくさん。

『クラマはかせのなぜ』
作：山中 恒／絵：原ゆたか
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真岡女子高等学校校長、栃木県
教育委員会教育次長などを経て
現職。真岡市在住。真岡市立図
書館協議会会長も務める。



真岡市立

図書館

司書

たくさんの本がある中で、今のうちの子にはどれが合っているんだろう…。 そんなお悩みはありませんか？

もちろん、絵本の好みは十人十色、年齢による明確な区切りもありません。

でも、その年頃の特徴にあった絵本を選ぶと、ハマってくれる確率が上がるかも…？

今回は、真岡市立図書館、二宮図書館の児童書担当の司書のお二人に、

選び方のコツやオススメの絵本を伺いました！

まるくておいしいよ
作：小西 英子
福音館書店
いろいろな大きさの丸の後に、
美味しそうな食べ物の絵が出
てくる絵本。以前読み聞かせ
に参加してくれた子が食べ物
を取る真似をして、さらに「お
父さんとお母さんに」とポケッ
トに入れたんです。すごい！と
鳥肌が立ちました。想像力も
育つ一冊です。

いろがみびりびり
作：まつなが あき　絵：はやし るい　くもん出版
自由にビリビリした紙を食べものに見立てて遊
ぶ内容で、実際に紙遊びをしても楽しいです。

やさいさん
作：tupera tupera　Gakken
横にめくるだけでなく、縦にめくって遊べる絵本で楽
しめます。ビリビリになってしまうかもしれませんが、
後から見返すと破いた後や落書きも思い出のアル
バムになりますね。でも、図書館の本ではやめてね。

乳児のうちは視力が弱く、最初に黒や白を認識し、徐々に赤などはっきりした色がわかるようになります。低
月齢の赤ちゃんは目から20～30センチのところで本を見せると認識しやすいです。日本語の音が楽しい本
もオススメ。会話しながら、書かれていない言葉も自由に付け足して読みましょう。めくる・触るが楽しい年
頃でもあるので、めくりやすいページの硬さや仕掛けがあるものも好まれます。

選ぶポイント

0→2歳

真岡市立図書館で読まれている児童書ランキング
❶ぼく、アンパンマン!　やなせ たかし

❷おしりたんてい　トロル

❸だるまさんの　かがくい ひろし

❹おしりたんてい ププッ おしりたんていがふたりいる!?　トロル

❺バムとケロのそらのたび　島田 ゆか

❻ぼくはいったいどこにいるんだ　ヨシタケ シンスケ

❼だるまさんと　かがくい ひろし

❽ころべばいいのに　ヨシタケ シンスケ

❾おしりたんてい ププッ ちいさなしょちょうのだいピンチ!?　トロル

10ノラネコぐんだん おばけのやま　工藤 ノリコ

（2024）

為谷 陽子さん 黒沢 和歌子さん
ためがい ようこ くろさわ わかこ お二人に聞きました！

プロが
選ぶ

オススメ
絵本
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1冊を通して聞き、お話の展開を予想して楽しむこ
とができるようになる年齢です。徐々に他者の気持
ちを想像して共感できるようになり、さまざまな感
情が芽生えます。参加型の絵本や観察絵本も◎

あぶくたった
構成・絵：さいとう しのぶ　ひさかたチャイルド
「あぶくたった、にえたった♪」の童歌がねずみ一
家のユーモラスな一冊に。一緒に歌いながらめ
くっていくような楽しみ方もオススメです。

はじめてのおつかい
作：筒井 頼子　絵：林 明子　福音館書店
読み聞かせの時、「自分だったらできるかな？」と
子どもは集中して見てくれます。「猫を探していま
す」の看板で探されていた猫が後のページに出て
くるなど、背景にも作者の仕掛けがあって楽しい！

今回は年齢別に絵本を紹介しましたが、何歳から読んでも大丈夫。真岡市立図書館は何冊でも借りられるので、いろいろ借
りてみてお子さんが興味を持った本、同じ作家さんの本を選んでみると良いかもしれません。一方で、お母さんお父さんが興
味を持った本を読むのも◎「好きな本だから一緒に読もう」と誘ってみてくださいね。

選ぶポイント

3→4歳

アリからみると
文：桑原 隆一　写真：栗林 慧　福音館書店
アリさんの視点から虫の世界を見ることができる
絵本。虫の写真の迫力がすごいです。

ばけばけはっぱ
作：藤本 ともひこ　ハッピーオウル社
落ち葉や木の実をフーッと吹くと、いろんな動物
が登場！ルールを覚えて一緒にフーッと繰り返し
楽しめます。

まどのむこうのくだものなあに？
作：荒井 真紀　福音館書店
拡大された果物の一部を見て、なんの果物か想像
して答えてもらうと盛り上がります。枠に縛られず
自由な発想ができて楽しい一冊。反対側から読ん
でも面白いです。野菜バージョンもあり。

すごいね！みんなの通学路
文：ローズマリー・マカーニー　
訳：西田佳子　西村書店
いろいろな国の小学生の通学路
を紹介している写真絵本です。学
校に行くことが嫌な日もあるかも
しれませんが、広い目で自分を見
直すきっかけになったらいいなと
思います。

ひともじえほん
作：こんどう りょうへい　
構成：かきのきはら まさひろ　写
真：やまもと なおあき　福音館書店
ひらがなを習う頃にオススメ。小
学校での読み聞かせで人気の絵
本です。天気の悪い日に、ひともじ
を作って遊ぶのも楽しいかも…？

おおきな ものの
すきな おうさま
文・絵：安野 光雅　講談社
家来たちに命じてさまざまな大き
なものを作らせる王様のお話。
後書きまで読むと、親の方がなる
ほどと唸ってしまいます。

小学生
ものの個数などがわかるようになり、昔話や知識が
詰まった絵本も理解できるようになる年齢です。自
分で読書し始める入り口として、少し長めの物語を
読んでみても良いかもしれません。

王さまと九人のきょうだい
中国の民話  訳：君島 久子  絵：赤羽 末吉  岩波書店
文字数は多いですが、物語がわかってくるので最後まで聞
ける子が多いです。日常会話で使わないような昔話特有の
言い回しも、話の流れで理解できるので語彙の増加につ
ながります。

きょうりゅうのおおきさってどれくらい？
作：大島 英太郎　福音館書店
いまの世界に恐竜がいたらどれくらいの大きさなの？ジャン
グルジムやバス、信号機などと比較しながら、いろいろな恐
竜と出会える絵本。小山市在住の絵本作家さんなので、実
際に小山にある店が描かれているのもポイントです！

よかったねネッドくん
作：レミー・シャーリップ　訳：やぎた よしこ　偕成社
英文付きのアメリカの絵本。ネッドくんに悪いことが起き
た時は絵がモノクロになるので、子どもは察して展開を楽
しみます。小学生も楽しめる一冊。

選ぶポイント

5→6歳
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真岡で聞きました!

子どもにおすすめした
い絵本

真岡で暮らす人、真岡と関わりのある人にアンケート

子どものころ大好きだった絵本や、自分の子どもに読んであげた絵本。

素敵な体験や思い出の詰まった一冊を教えてもらいました!!

読んでみたい絵本をぜひ見つけてみてください。

Survey

A
B
C
D

：絵本タイトル
：作者/出版社
：オススメ理由は？（名前）
：何歳くらいのお子さんに
  オススメですか？

05

A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代
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A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代
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A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代
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池田先生

A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

絵本が育む子どもの力
発達心理学をベースに真岡市内外で数々のお子さんの
サポートをしている池田先生。乳幼児の発達における絵本の役割とは？

　絵本は聴覚や視覚を刺激し、「楽しい！嬉しい！
悲しい！頑張れ！」などさまざまな感情を掻き立てます。
絵本の中の世界をイメージし、理解する力も育て
てくれますよ。子どもは物語に出てくる人や動物た
ちの思いを想像し、自分の世界で受け止めるとと
もに、自分の気持ちと照らし合わせ、他者に言葉
や表情、仕草で伝えたり、欲求したりできるよう
になります。これは、社会生活の中で自己主張す
る力につながります。加えて、信頼する人に読ん

でもらうことで、絵本の文章が心地よいリズムで
自然と子どもの中に入っていき、発声、発語する
力が育ちます。これらの力はさらに、集団生活に
不可欠な、情緒の安定や自分の感情をコントロー
ルする力、場に適応する力を育てるのです。絵本
の読み聞かせをするときの子どもたちの期待感あ
ふれる瞳や笑顔は、私たちの心も温かくしてくれ
ますよね。お膝の上やお布団の中で、絵本を楽し
む時間や機会を作ってあげたいと心から思います。

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代
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真
岡
東
小
、
真
岡
東
中
で
、
朝
の
読
書

の
時
間
に
読
み
聞
か
せ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
、
子
ど
も
が
小
学
生
の
と
き

マ
マ
友
に
誘
わ
れ
た
こ
と
。
マ
マ
が
絵
本
を

読
み
に
来
る
と
子
ど
も
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ

と
聞
い
て
、
そ
れ
な
ら…

と
や
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
10
年
以
上
読

み
聞
か
せ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
良
さ
は
、
快
い
感
情
を

共
有
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以

前
あ
る
本
で
、「
子
ど
も
の
心
の
中
に
は
自

信
の
水
を
溜
め
る
コ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
を

満
た
す
に
は
、
愛
情
と
承
認
の
言
葉
掛
け
と
、

快
い
感
情
を
共
有
す
る
共
同
活
動
が
大
切
」

だ
と
読
み
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の
時
間
は
、

ま
さ
に
「
快
い
感
情
を
共
有
で
き
る
共
同

活
動
」
で
す
。
一
緒
に
笑
っ
て
楽
し
ん
で
共

感
す
る
時
間
に
よ
り
心
の
コ
ッ
プ
が
自
信
の

水
で
満
た
さ
れ
て
、
子
ど
も
の
心
の
栄
養

に
な
り
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、
は
じ
め
は

関
心
な
さ
そ
う
に
頬
杖
を
つ
い
て
い
た
子

も
、
だ
ん
だ
ん
と
目
を
見
開
い
て
身
を
乗

り
出
し
て
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
も
中
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
頃

は
、
中
学
生
に
聞
い
て
も
ら
う
の
は
難
し
い

か
な
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
朝
の

読
書
の
時
間
に
10
分
ほ
ど
読
み
聞
か
せ
を

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
く
ほ
ど
集
中

し
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
頃
、
ベ
テ
ラ
ン

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、
平
和

を
題
材
に
し
た
『
野
ば
ら
』
と
い
う
紙
芝

居
を
読
ん
だ
と
き
は
、
教
室
が
水
を
打
っ

た
よ
う
に
静
ま
り
返
り
、
読
み
終
わ
る
頃

に
は
み
ん
な
で
心
一
つ
に
、
余
韻
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
涙

し
て
い
る
生
徒
さ

ん
も
い
ま
し
た
。

絵
本
は
出
来
事
を

自
分
事
と
し
て
捉

え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
し
、
教

訓
め
い
た
言
葉
も

受
け
入
れ
や
す
く

な
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
読
み
聞
か

せ
を
す
る
と
国
語

力
が
伸
び
る
と
よ

く
聞
き
ま
す
が
、

私
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
心
の
深
い
と
こ
ろ
で
絵
本

が
作
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
絵
本
に
は
す
ご
い
力
が
あ
り
ま
す
。
私

自
身
、
子
ど
も
を
叱
り
過
ぎ
て
し
ま
い
落

ち
込
ん
だ
夜
も
、
絵
本
を
読
む
と
子
ど
も

と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
、

「
ご
め
ん
ね
、
今
日
も
良
い
一
日
だ
っ
た
ね
」

と
伝
え
、
穏
や
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
か
っ
た

時
期
も
、
親
子
で
絵
本
や
小
説
、
マ
ン
ガ

を
読
む
時
間
を
通
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
の

子
ど
も
自
身
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
絵
本
や
読
書
の

時
間
が
子
ど
も
の
心

に
力
を
く
れ
、
少
し

ず
つ
心
が
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
子
育
て
の
中
で
、

絵
本
な
ど
の
読
み
物

に
助
け
ら
れ
た
こ
と

が
数
多
く
あ
っ
た
の

で
す
。

　
絵
本
を
読
む
時

間
は
、
一
緒
に
快
い

感
情
を
共
有
で
き
る
時
間
。
そ
の
良
さ
を

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
読
み
聞
か
せ
の
活

動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
、
こ
れ
か

ら
も
良
い
「
お
は
な
し
」
と
子
ど
も
た
ち
と

を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

明日の図書館を考える会（あすとしょ）
代 表　佐藤 明子さん

読み聞かせの良さは
快い感情を
共有できること

A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代



4344

42

10

　
真
岡
東
小
、
真
岡
東
中
で
、
朝
の
読
書

の
時
間
に
読
み
聞
か
せ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
、
子
ど
も
が
小
学
生
の
と
き

マ
マ
友
に
誘
わ
れ
た
こ
と
。
マ
マ
が
絵
本
を

読
み
に
来
る
と
子
ど
も
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ

と
聞
い
て
、
そ
れ
な
ら…

と
や
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
10
年
以
上
読

み
聞
か
せ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
良
さ
は
、
快
い
感
情
を

共
有
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以

前
あ
る
本
で
、「
子
ど
も
の
心
の
中
に
は
自

信
の
水
を
溜
め
る
コ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
を

満
た
す
に
は
、
愛
情
と
承
認
の
言
葉
掛
け
と
、

快
い
感
情
を
共
有
す
る
共
同
活
動
が
大
切
」

だ
と
読
み
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の
時
間
は
、

ま
さ
に
「
快
い
感
情
を
共
有
で
き
る
共
同

活
動
」
で
す
。
一
緒
に
笑
っ
て
楽
し
ん
で
共

感
す
る
時
間
に
よ
り
心
の
コ
ッ
プ
が
自
信
の

水
で
満
た
さ
れ
て
、
子
ど
も
の
心
の
栄
養

に
な
り
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、
は
じ
め
は

関
心
な
さ
そ
う
に
頬
杖
を
つ
い
て
い
た
子

も
、
だ
ん
だ
ん
と
目
を
見
開
い
て
身
を
乗

り
出
し
て
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
も
中
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
頃

は
、
中
学
生
に
聞
い
て
も
ら
う
の
は
難
し
い

か
な
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
朝
の

読
書
の
時
間
に
10
分
ほ
ど
読
み
聞
か
せ
を

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
く
ほ
ど
集
中

し
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
頃
、
ベ
テ
ラ
ン

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、
平
和

を
題
材
に
し
た
『
野
ば
ら
』
と
い
う
紙
芝

居
を
読
ん
だ
と
き
は
、
教
室
が
水
を
打
っ

た
よ
う
に
静
ま
り
返
り
、
読
み
終
わ
る
頃

に
は
み
ん
な
で
心
一
つ
に
、
余
韻
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
涙

し
て
い
る
生
徒
さ

ん
も
い
ま
し
た
。

絵
本
は
出
来
事
を

自
分
事
と
し
て
捉

え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
し
、
教

訓
め
い
た
言
葉
も

受
け
入
れ
や
す
く

な
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
読
み
聞
か

せ
を
す
る
と
国
語

力
が
伸
び
る
と
よ

く
聞
き
ま
す
が
、

私
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
心
の
深
い
と
こ
ろ
で
絵
本

が
作
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
絵
本
に
は
す
ご
い
力
が
あ
り
ま
す
。
私

自
身
、
子
ど
も
を
叱
り
過
ぎ
て
し
ま
い
落

ち
込
ん
だ
夜
も
、
絵
本
を
読
む
と
子
ど
も

と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
、

「
ご
め
ん
ね
、
今
日
も
良
い
一
日
だ
っ
た
ね
」

と
伝
え
、
穏
や
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
か
っ
た

時
期
も
、
親
子
で
絵
本
や
小
説
、
マ
ン
ガ

を
読
む
時
間
を
通
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
の

子
ど
も
自
身
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
絵
本
や
読
書
の

時
間
が
子
ど
も
の
心

に
力
を
く
れ
、
少
し

ず
つ
心
が
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
子
育
て
の
中
で
、

絵
本
な
ど
の
読
み
物

に
助
け
ら
れ
た
こ
と

が
数
多
く
あ
っ
た
の

で
す
。

　
絵
本
を
読
む
時

間
は
、
一
緒
に
快
い

感
情
を
共
有
で
き
る
時
間
。
そ
の
良
さ
を

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
読
み
聞
か
せ
の
活

動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
、
こ
れ
か

ら
も
良
い
「
お
は
な
し
」
と
子
ど
も
た
ち
と

を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

A：ぼうさまになったからす
B：文：松谷 みよ子 絵：司 修／偕成社
C：お弔いに行ったカラスが、ぼうさまに変わる

絵が、心に残ります。中学生に読み聞かせを
したら、みんな釘付けでした。単に戦争はダメ
ということだけでなく、いろいろなメッセージ
が受け取れる作品です。（松本晃子）

D：全世代

A：まえからも うしろからも よめるえほ
ん おべんとう

B：作・絵：さとう めぐみ／ひかりのくに
C：お弁当に何を入れるかページをめくりながら

ワクワク！楽しそうに食べるマネをして読んで
いてとても喜んでいました。（匿名）

D：2～3歳ごろ

A：ヒッコリーのきのみ
B：作：香山 美子　絵：柿本 幸造／ひさかた

チャイルド
C：子リスがクルミ選びに失敗したり、土に埋め

たクルミを忘れても、大丈夫よ～と優しく教え
てくれる母リスの温かいまなざしや会話に、
子育ての頃、ハッとさせられました。柿本幸造
さんの絵もほっこり気持ちが和らぎます。（フ
カヤヒロコ）

D：全世代

A：ラチとらいおん
B： 文・絵：マレーク・ベロニカ 訳：とくなが や

すもと/福音館書店

A：オオカミのひみつ
B：文：きむら ゆういち　絵：田島 征三／偕成社
C：（匿名）
D：2歳～小学校低学年

A：14ひきのシリーズ
B：さく：いわむら かずお／童心社
C：こどもとよく読んだ絵本です。絵本の世界を

体験したくて、いわむらかずお絵本の丘美術
館にも行きました。大きくなったいまでも、あ
のページが好きだったと話すほど、子どもの
心にも残っている絵本です。（とんちゃん）

D：1～6歳ごろ

A：あんなに あんなに
B：著：ヨシタケ シンスケ／ポプラ社
C：書店でこの本をなんとなく手に取りパラパラ

読んだだけで…思わず書店で泣きそうになっ
た絵本でした。自宅で子どもに読みながらも
ジーンときます。（cocoro）

D：4～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

A：ごきげんななめのてんとうむし
B：作：エリック・カール　訳：もり ひさし／偕

成社
C：自分の子ども3人に読み聞かせた絵本です

が、孫たちも大好きで何度も何度も読んでい
ます。あざやかな色彩とだんだんに大きくなる
場面とで、次は、次は…と先が楽しみになる
絵本。実は、私も大好きです♡（kumipion）

D：2歳～小学校低学年

C：何をするにも臆病な子で、この本に登場する
赤い小さなライオンに似たものがあり、持た
せた記憶があります。この絵本は思い出深い
本となっています。（ラムレーズン）

D：6歳ごろ

A：ちいさなきいろいかさ
B：イラスト：にしまき かやこ　シナリオ：もり 

ひさし／金の星社
C：図書館の絵本の読み聞かせボランティアの

方々が読んでくださいました。子どもと一緒
に親もワクワクしたり、優しい気持ちになり
ました！（えだまめ）

D：3歳ごろ

A：こんとあき
B：作：林 明子／福音館書店
C：子どもが一人で自分の世界を作っていくプ

ロセスを大人が少し離れて見ています。何
度も読み聞かせし、子どもも一人で何度も
見返していました。何より何度読んでも大
人が楽しめるモノでした。大人が楽しんでい
たのを子どもも感じていたと思います。（平
野琢也）

D：4～6歳ごろ

A：にげてさがして
B：著：ヨシタケ シンスケ／赤ちゃんとママ社
C：学校や仕事、日常の生活の中で、人に傷つ

けられること、嫌になることがあると思いま
す。それに対して自分にも、そのことにもとて
も優しく寄り添い、励まし、どう進んでいった
らいいか勇気をもらう本です。あなたはあな
たが好きなように、好きなことを、大事に進
んでいこうねと応援してもらえる本です！（小
川美穂）

D：小学校高学年から

け出せない。3年間寝て過ごしたが、起きた途
端働き出した。その奇妙さ、やはり人間は前
を向いて生きるんだということへの訴求と説
得力。スマホがあれば、一人でなんでもできる
と思いがちだが、実は他人と協力すると大成
することもあるという感動、認識を持ってもら
いたい。（河村和子）

D：小学５、６年

A：ウエズレーの国
B：作：ポール・フライシュマン　絵：ケビン・

ホークス　訳：千葉 茂樹／あすなろ書房
C：誰かと同じでなくてよい。無理して合わせるこ

とは、ない。自分の思いのままに自分の世界
をつくりあげる。違っていい。自分を信じて自
分を大事にして欲しい。それを、この絵本を
通して、伝えたいと思った。（七海朱美）

D：小学校中学年ごろから

A：たいせつなきみ
B：著：マックス・ルケード　絵：セルジオ・マル

ティネス　訳：ホーバード 豊子／いのちの
ことば社フォレストブックス

C：この本は新聞の書籍紹介を見て購入した一

A：野ばら
B：文：小川 未明　絵：あべ 弘士／金の星社
C：私自身も大好きな本なのですが、読み聞かせ

でも小中学年を問わず子どもたちがよく聞い
てくれます。今の世界情勢だからこそ子ども
たちの心を打つのだと思います。（匿名）

D：小学3年生～中学生

A：ご先祖さまからきみへ
B：さく：のぶみ（斎藤 信実）／東京ニュース通信社
C：ご先祖さまの想い、そして命の重みを教えてく

れる。（松本有紀子）
D：小学校中学年から

A：三ねんねたろう
B：文：大川 悦生　絵：渡辺 三郎／ポプラ社
C：自分の置かれた位置に不平不満を言ってい

るばかりでは何も解決せず、一生そこから抜

C：子供が気に入っている絵本で何回も読んで
と言われます。（匿名）

D：小学校3年生くらいまで

A：がっこうに まにあわない
B：作・絵：ザ・キャビンカンパニー／あかね書房
C：最近、ボランティアで読み聞かせを始めまし

た。本屋で絵本を探したところ見つけました。
読んだ瞬間にビビッと来て、「これは面白
い！」と思いました。大きくダイナミックな絵と
「学校に間に合わせるんだ！」というシンプル
なストーリーは、読み聞かせにピッタリと感
じました。早速子どもたちに読み聞かせをす
ると、絵本の力もあり、教室が大盛り上がり
でした。ぜひ読んでいただきたい一冊です。
（山田先生）

D：6歳ごろ, 小学生（7～12歳）

A：くれよんのくろくん
B：さく・え：なかや みわ／童心社
C：子どもが小さい頃に出版されて出会い、親

子共々、凄く気に入って大好きな本でした。
私は小学校の読み聞かせのボランティアを
していて、いろいろな絵本の読み聞かせを自
分の子どもにも寝る前にしていたのですが、
後に絵本とは程遠い男子高校生になった
子供が家庭科の授業でオススメの絵本とし
てあげていたらしいことがわかって、とって
も嬉しく、そして「やっぱりね」と思えた絵本
です。（パンダ）

D：小学校低・中学年（7～10歳）

A：いわたくんちのおばあちゃん
B：著：天野 夏美　絵：はまの ゆか／主婦の友社
C：平和の大切さ、戦争のむごさが伝わる絵本で

す。絶対戦争はしてはいけないと伝えるために、
たくさんの人に読んでほしい。（とんちゃん）

D：小学生（7～12歳）、中学生～大人

に読んでいます。受け継がれますように…。
（潮田伸子）

D：読んであげるならいつからでも、自分で読む
なら10歳ごろ

A：せんたくかあちゃん
B：作・絵：さとう わきこ／福音館書店
C：子どもに初めてこの本を読んでから夢中に

なり、読んで聞かせた回数を子ども自らが正
の字で記録していて70回を超えていました。
たくましい母親の姿と素直な雷たちがぴった
りマッチしていてとても楽しい本です。
（Junko.F）

D：小学3年生くらいまで

A：100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社
C：子どもたちが小さい頃、寝る前に何回も何回も

読み聞かせしました。なぜ好きだったかは聞き
ませんでしたが、絵も可愛いしお話も楽しいの
でオススメ絵本だと感じました。（こばちゃん）

C：子どものころ本当に大好きな絵本でした。今
でも捨てずに手元にあります。全100階分の
部屋のイラストが細かく描いてあります。10
階ごとに動物たちが住んでいるのですが、そ
の動物の特徴に合わせたような部屋になっ
ていて、その特色を観察するのが楽しかった
思い出があります。観察をする中で、自分なら
例えばかえるさんの23階が好き！この部屋に
住みたい！とか、主人公はこのネックレスを
貰ってたけど、自分ならこの横にあるデザイ
ンが好き！私ならこっちを貰うな！と色々自分
なりの発見や妄想が広がっていく絵本だと
思います！（どいちゃん）

D：4～10歳ごろ

A：もりの100かいだてのいえ
B：作：いわい としお／偕成社

A：ねずみのかいすいよく
B：作：山下 明生　絵：いわむら かずお／ひさ

かたチャイルド
C：30年近く前、このねずみシリーズが好きでた

くさん読んでいた中でこれが大好きでよく読
んでいた。今でも内容を覚えているくらい。
（なおきち）

D：4～6歳ごろ、小学校低学年（7~8歳）

A：いたずらきかんしゃちゅうちゅう
B：文・絵：バージニア・リー・バートン 訳：むら

おか はなこ／福音館書店
C：ちゅうちゅうが逃げ出して、走るスピード感、

疾走感があふれる絵がとてもダイナミック！
何度も何度も読んでもらったのを覚えていま
す（884）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：はじめてのおつかい
B：作：筒井 頼子　絵：林 明子／福音館書店
C：主人公みいちゃんと同じく、弟が生まれてお

姉ちゃんになったばかりの頃に読んでもらっ
て思い出に残っています。牛乳くださーい！の
セリフがお気に入りでした！（なべちゃん）

D：4歳ごろ

A：だいじょうぶ　だいじょうぶ
B：文・絵：いとう ひろし／講談社
C：大人が読んでも心にスーッと入ります。自分

自身の生き方、そして子どもの心の成長をも
考えられる本です。子どもに、そして今、孫ら

冊です。6年生の３学期に読み聞かせに使い
ました。中学校への進学に向けて自信のない
子や不安なことのある子へのエールとして、
また、あたたかく見守る人がいることを感じて
ほしいと思いました。（オーヨコ）

D：小学校高学年

A：わにさんどきっ はいしゃさんどきっ
B：作・絵:五味 太郎／偕成社
C：（匿名）
D：小学生

A：ガリバーりょこうき
B：作：Ｊ・スウィフト 訳:坂井 晴彦 画：Ｃ・Ｅ・ブ

ロック／福音館書店
C：子供のころに読んだ時に、「飛ぶ島」の旅の

中で出会う不老不死人間の話が衝撃的で、
自分の死生観はそれを契機に形作られたと
いっても過言ではない。大人にも、あらためて
読んでもらいたい。（ちなみに、「ラピュタ」や
「ヤフー」もガリバー旅行記に出てきます）
（あおべー）

D：小学校高学年から

A：いっさいはん
B：さく・え:minchi／岩崎書店
C：初めての子育てで行き詰まっていたときに子

育て支援センターの先生に勧められてぴよ
ぴよひろばで借りてきたのがはじまり。気に
入りすぎて自分で購入。1歳半あたりって可
愛いけどとっても大変。そんなときに「わかる、
わかる！」って読んでほしい。みんなそうだよ
ねーって。だいじょうぶ。（chico）

D：中学生～大人

C：小学3年生になる息子が、幼稚園の頃から
読んでいます。幼稚園のころは、｢おしっこ
ちょっぴりもれたろう｣という名前、キャラク
ターが面白いらしく、よく読み聞かせていま
した。小学生になった今でも大好きな本らし
く、自分で読んでいます。音読の練習としても
喜んで選んでいました。（かをる）

D：全世代

A：かみさまからのおくりもの
B：作：ひぐち みちこ／こぐま社
C：小さいころは、子どもの成長をプラスでみる

ことができていたのに、少しずつ、周りの子
と比べて、マイナスで見るようになった時、
この本を読むことで、我が子のもっている
個性を大切にしたいと思うことができまし
た。（とんちゃん）

D：全世代

然について考える大切さ。（夏深）
D：10歳以上

A：わらって！リッキ
B：作・絵：ヒド・ファン・ヘネヒテン　訳：のざか 

えつこ／フレーベル館
C：みんなと同じではなくても、良い！大丈夫だよ
‼と、思える絵本だと思いました。（なおみ）

D：全世代

A：おしっこちょっぴりもれたろう
B：作・絵：ヨシタケ シンスケ／PHP研究所

まりました！（じんぐうじさよこ）
D：小学生、大人でも

A：だるまちゃんとてんぐちゃん
B：作・絵：加古 里子／福音館書店
C：子どものきもちとおとなのきもちがどちらもわ

かる（匿名）
D：全世代

A：葉っぱのフレディ いのちの旅
B：作：レオ・バスカーリア　絵：島田 光雄　

訳：みらい なな／童話屋
C：子どもの考える力にアクセスする、命、死、自

A：おふろだいすき
B：作：松岡 享子　絵：林 明子／福音館書店
C：男の子がオモチャのアヒルとともにお風呂で大冒

険！ペンギン、オットセイ、カバの背中を流している
とやがてクジラが現れて大きな潮を吹く！とそこに母
の声がして冒険は終わり。湯船の中で少年の思い
が羽ばたいて、おふろだいすきになる。（ＴＨ）

D：小学校低学年（7～8歳）

A：そっと いちどだけ
B：作：なりゆき わかこ　絵：いりやま さとし／

ポプラ社
C：ラストは感動で涙…。盲導犬への理解が深

A：いろいろバス
B：作：tupera tupera／大日本図書
C：0歳の娘に読み聞かせするとバスの色が変

わるたび目で追いかけてました！カラフルで
絵が大きい、文章が繰り返しなので単純で
わかりやすいのでお薦めです！！最後の方に
はその色のものがたくさんでてきて大きく
なっても読める絵本です♡（ななぐらむ）

D：0～3歳ごろ

A：きんぎょが にげた
B：作：五味 太郎／福音館書店
C：子どもと一緒によく読んだ絵本です。子どもが

初めてきんぎょを指さした時は感動しました！
（ともひろ）

D：0～3歳ごろ

A：はるかぜさんぽ
B：作：えがしら みちこ／講談社

A：だるまさんが
B：作: かがくい ひろし／ブロンズ新社
C：長男(小4)が保育園の1歳児クラスの時、初

めての発表会で「だるまさんが」をやりました。
ヨチヨチ歩きのだるまさんたちが本当に可
愛くて、大人たちがメロメロになったのを今
でも覚えています。（ぎょうざ）

D：0～3歳ごろ

A：オリバーくん
B：文：R・クラウス　絵：Ｊ・アルエゴ／A・デュ

ウェイ　訳：長谷川 四郎／ほるぷ出版
C：ウチの３人の子どもたちが大好きで、寝る前

に、自分から「これ読んで～!」と持ってくるこ
とが多かった絵本です。特に、オリバーくん
がタップダンスをする場面が大好きで、その
ページを「もう一回！もう一回！」とせがまれて、
何度も何度も繰り返し読んであげました。
子どもたちが顔を見合わせて笑い転げる姿
を見ながら、子育ての喜びや母としての幸
せを感じたのをよく覚えています。子ども達
を叱り過ぎた日も、この絵本のお陰で笑顔
で締めくくることができ、何度も救われた思
いがした絵本です。（ハーモニータイム　佐
藤明子）

D：1～6歳ごろ、小学校低学年（7～8歳）

C：えがしらさんのやさしいことばとパステルの
絵が大好きです。「さんさんさんぽ」「あきぞら
さんぽ」「ゆきみちさんぽ」と季節に合わせて
読みたい絵本です。（とんちゃん）

D：0～6歳ごろ

A：ラッパをならせ
B：作・絵：五味 太郎／佼成出版社
C：夫が息子に読んであげたのですが、ラッパの

音色の表現や音を聴いた動物たちの反応が
面白くて息子がずっと笑っていました。3人で
過ごしたその時間が楽しくて、思い出に残っ
ています。ラッパの音が変になってしまった
理由がユニークで、五味太郎さんらしさを感
じます。坊やと一緒にいるうさぎたちの表情
や仕草もかわいいです。（さくらい）

D：2～4歳ごろ

A：これはのみのピコ
B：作：谷川 俊太郎　絵:和田 誠／サンリード
C：我が家の子どもたちが自然と暗記し、子どもた

ち同士で早口言葉で競い合って、笑っている
のを見て、いいなあ～と思ったからです。（ゆず
みそ）

D：3～6歳ごろ、小学生、中学生～大人

まだ見ぬ絵本との素敵な出会いが

ありますように！

A：パンやのコナコナ
B：文：どい かや　絵：にき まゆ／ブロンズ新社
C：子どもがちいさな頃に知ったどいかやさん。

彼女の絵も、文章も自分の感覚にピタリと
はまってだいすきな絵本です。（ちいさな八百
屋 おとなりさん）

D：全世代

アンケートにご協力　　　

いただいた皆さまありがとうございました！



お子様が遊ぶ・学ぶ場所であることはも
ちろんのこと、子育て中の皆様にとって
も、楽しさや喜びが感じられる場所になる
よう、スタッフとともにお待ちしております。

monaca総括責任者

久保田 有紀さん
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1階はゆったりしたテーブル席や学習室に、カフェや
飲食スペースもあるリビングフロア。3階は本がずら
りと並ぶライブラリーフロア。そして2階が、屋内外型
の子ども広場、子育て支援センターや子どもの図書
館などが入った「もおかっ子フロア」です！

真岡市の図書館、子育て支援センター
地域交流センターの3つの機能をもった
複合交流拠点施設です。

第1クール   9：30-10：30
第2クール 11：00-12：00
第3クール 13：00-14：00
第4クール 14：30-15：30
第5クール 16：00-17：00
各クール定員100名

■対象年齢：2歳～小学6年生ま
で（保護者同伴）
■利用料金　
　市内：100円　市外：300円
　保護者：無料　障がい者：無料
■予約方法
　オンライン、QRコード
　※当日受付あり

様々な遊具で遊べる屋内型こども広場。遊びのスペ
シャリストたちが選ぶグッド・トイ賞を受賞したおもちゃ
や、木のぬくもりを感じられるおもちゃなどで遊べます！

もおかっ子ひろば
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ふるや

春の0号から約半年…仲間も増
え、パワーアップしてbaton第1
号を発行することができました！
皆さんのおかげで素敵な絵本と
出会えたので、冬の間に子どもと
たくさん読もうと思います。次号
もお楽しみに♡

編集後記

editor in chief／
粟村 千愛(真岡市地域おこし協力隊）

illustration／さくらい

design／古谷 繁男

■baton staff

真岡での子育てを応援していただける
企業・団体さまを大募集！

広告出稿や本誌配布にご協力お願いします。子育て支援に
関連する情報をお持ちであれば、取材の上、本誌やインスタ
グラムで発信することも可能です。お気軽にご連絡ください。

ぜひ

フォロー

お願い

します!

インスタグラムから情報発信しています♪

コメント
お待ちして
おります♡

提供：シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社（monaca指定管理者）


